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       そして、これからを考える」 



２ 

 

       

なは女性センター 

開設25周年に寄せて 

 【目次】 

Ⅰ：パネリストと「なは女性センター」の関わり 4～12 

Ⅱ：うないフェスティバルの開催と女性たちのネットワーキング 13～15 

Ⅲ：今後、なは女性センターに期待すること   16～21 

Ⅳ：参加者の質問より 22～25 

      参考文献 26 

     なは女性センター 25年の歩み 27 

なは女性センターは、2021年10月1日に開設25周年を迎えました。 

設立の意義や25年の歩みを振り返るため、開設当初から関わりのある、

高里鈴代さん（強姦救援センター・沖縄「REICO」代表）、宮城晴美さん

（沖縄女性史家）、山城紀子さん（ジャーナリスト）をお招きして、座談

会「女性センターの果たしてきた役割、そして、これからを考える」を開

催しました。 

座談会では、那覇女性史『なは・女のあしあと』（前近代編/近代編/戦

後編）の刊行に至るまでの過程や、女性が女性に向かって情報や知識を発

信する意義、女性たちが孤立しないためのネットワークの形成など、各分

野で活動するパネリストらの視点から話題が膨らみました。 

また、1970年代から80年代における女性たちの活動の系譜をたどるこ

とで、なは女性センターが果たしてきた25年間の役割とこれからの未来に

ついて深めながら考えることができ、とても有意義な時間となりました。 

男性優位の慣習が根強く残る沖縄で、女性の人権を訴えてきたパネリス

トの力強い発言は、聴衆を勇気づけるものでした。例えば、トートーメー

継承は性別や生まれた順序にとらわれず、継ぎたい人や継げる人が行事に

関わるなど、現代のライフスタイルに合わせた方法があるという気づきも

ありました。 

パネリストの高里さん、宮城さん、山城さんには、ご多忙の中での座談

会に加え、本報告書の作成にもご協力をいただきました。心より感謝申し

上げます。 

2022年3月 

那覇市 総務部 平和交流・男女参画課 なは女性センター 
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◇パネリスト紹介  

「女性センターの果たしてきた役割 

       そして、これからを考える」 

 高里 鈴代（たかざと・すずよ） 

 1940年生まれ。東京都女性相談センターで電話相談員、那覇市婦人相談員

を経て、1989年から4期15年那覇市議会議員。現在は「強姦救援センター・沖縄

（REICO）」代表。「基地・軍隊を許さない行動する女たちの会」共同代表、「軍事主

義を許さない国際女性ネットワーク」沖縄代表などを務める。 

 宮城 晴美（みやぎ・はるみ） 

 1949年生まれ。月刊誌『青い海』の記者、編集者を経てフリーライターに。『座間

味村史』をまとめた後、那覇市職員となり、『那覇女性史』（前近代編・近代編・戦

後編）を発行。那覇市歴史資料室で『那覇市史』の編集に携わる。退職後は沖

縄大、琉球大、沖縄国際大で非常勤講師を10年務めた。沖縄女性史家。 

 山城 紀子（やましろ・のりこ） 

 1949年生まれ。1974年沖縄タイムス社入社。学芸部・社会部記者、学芸部長を

経て編集委員兼論説委員。2004年退社。連載「社会の谷間に赤ちゃん置き去り

の背景」などを担当。1998年連載の「共生社会を拓く」で新聞労連大賞優秀賞。

女性や子ども、障がい者の諸問題など医療・福祉分野の執筆を続けている。 

 

(司会) 玉城 愛（たまき・あい／なは女性センター指導員） 

なは女性センター 25周年記念座談会 



４ 

 

 玉城：本座談会では、なは女性

センター（以下「センター」）の

25周年を振り返ると共に、今後、

センターの役割がどうあるべき

か、那覇市のジェンダー平等をい

かに実現させていくかについて、

ご参加いただいた皆さんと一緒に

考えていきたいと思います。 

 まず初めにパネリストの方々が

どのようにセンターと関わってき

たのかお聞きします。センターが

設置された背景には国際的な機運

の高まりも重なったと思います。 

 一つは、1975年に国連が定めた

「国際女性（婦人）年」や、それ

に続く1976年から1985年までの

「国連女性（婦人）の10年」が大

きかったと認識しています。特

に、国際女性年や第１回から第４

回 の「世 界 女 性 会 議」とNGO

フォーラムが開催されたことによ

り、世界中の女性たちのネット

ワークが形成されました。 

 沖縄の女性たちも、1975年にメ

キシコシティで開催された第1回

世界女性会議への参加を皮切り

に、1980年、1985年、1995年と続

く世界女性会議とNGOフォーラム

に参加しています。 

 そのような世界情勢を背景に、

沖縄の女性たちも、個人的な問題

は政治的な問題だ、女性の権利は

人権だと声を上げ始めました。そ

れぞれの立場とセンターとの関わ

りなどお聞かせください。  

 

◇女性たちが形成した国際的なネットワーク 

Ⅰ：パネリストと「なは女性センター」の関わり 

▲パネリストを務めた（左から）山城紀子さん、高里鈴代さん、宮城晴美さん、 

     司会を務めた「なは女性センター」指導員の玉城愛さん＝2021年10月1日 

◆「国際女性年」とは… 

 女性の地位向上を目指し、

第27回国連総会（1972年）

で1975年を「国際婦人年」

（国際女性年）とすることが

宣言された。75年6月から7

月にメキシコシティで「第１

回世界女性（婦人）会議」が

開 か れ た 。 1 9 7 6 年 か ら

1985年までを「国連女性

（婦人）の10年」と定めた。 

 毎年3月8日の「国際女性

デー」は、国際女性年を機に

スタートしている。 
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 宮城：私はセンターの設立に深

く関わってきたので、話したいこ

とがいっぱいあります。今回は主

に、女性史編さん事業についてお

話ししたいと思います。 

1990年に那覇の女性史編さん事

業がスタートしました。女性史を

作るに当たって、担当部長から前

例の提示を求められ、とても戸

惑ってしまいました。 

何しろ、行政による女性史の編

さんは県内初ですから、もちろん

前例はありません。神奈川県や川

崎市を参考にしながら女性史編さ

ん事業をスタートさせました。そ

して刊行したのが『なは・女のあ

しあと』です。 

『なは・女のあしあと』は、

「那覇」の女性史ですが、那覇が

「人・モノ・情報の発信地」とい

う意味で「沖縄」の女性史となる

よう意識しました。 

基本的に行政の刊行物は入札を

して、落札した印刷所に依頼し発

行します。しかし『なは・女のあ

しあと』は、全国の人にも読んで

もらいたいという希望があり、最

初に出版した近代編については、

女性に関する書籍で実績があった

東京の出版社にお願いしました。

全国で販売してもらうためです。

沖縄で発行すると、流通網の関係

で県外に出すのは難しい面があり

ました。 

沖縄の女性史はそれまで、例え

ば伊波普猷とか宮城栄昌という男

性の目線で書かれたものでした。

  

 

 

 

 

 

 

◇沖縄初の女性史編さん事業、1990年にスタート 

「女性行政を

しっかり進めて

くれる土壌が

あった」 

沖縄で初めて女性の視点による女

性史に着手したのが、那覇市の女

性史編さん事業だったのです。 

スタート当初は大変なこともあ

りましたが、女性史編さん事業を

はじめ、那覇市は県内でも女性行

政をしっかり進めてくれる土壌が

あったと思います。後からも出て

きますが、「うないフェスティバ

ル」の影響が大きいですね。そう

したことがセンターの創設につな

がったと言えます。 
◆「世界女性会議」とは… 

 政府の代表者が集う政府間

会議。並行して開催される

NGOフォーラムには、世界各

地から女性たちがテーマを持

ち寄って、ワークショップや

デモを開催した。 

 

【過去4回の世界女性会議】 

①1975年：メキシコシティ 

②1980年：コペンハーゲン 

③1985年：ナイロビ 

④1995年：北京 
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 宮城：センターを作る際、女性

史編さん事業で収集した史資料を

基に資料館を作ろうという提案が

あったんです。これは残念なこと

に、実現しなかったんですね。少

ないですが、現在、センターの図

書室に入っている資料もありま

す。また、女性史を編集するに当

たって、市民向け講座を開催しま

した。そこで出会った市民の協力

がなければ、この本はできなかっ

たと思います。 

 センターを設立する準備をして

いた際、「なぜ女性センターだけ

で、男性センターを作らないん

だ」と言ってきた男性職員がいま

した。その時に私は、「女性たち

は自分たちの発表の場、活動の拠

点として女性センターを作る。も

し男性センターが必要だったら、

男性たちも目標を掲げて自分たち

で作ればいいじゃないか」と言い

ました。女性センターと言えば

「じゃ男性センターは？」という

問い掛けは必ずあります。セン

ターを設置するに当たって、ただ

器を作ったのではなく、女性たち

の活動がその原点にあったという

ことは、とても重要な点です。 

 

「女性センターの果たしてきた役割 

       そして、これからを考える」 

◇なは女性センターの原点は「女たちの活動」 

「女性たちの 

活動がその原点

にあった」 

◆「なは女性センター」開設

について… 

 なは女性センターは、前身

となる「働く婦人の家」の役

割を引き継ぐ形で、1996年

10月1日、開設された。 

 当 初 は 那 覇市 前 島（泊 港

内）の「とまりん」5階に設

置された。1999年には同館

4階へ、2001年に壺川ビル2

階に移転。2003年5月、那

覇市銘苅の現「なは市民協働

プ ラ ザ」内 に 移 転と な っ た

（移転当時は「新都心銘苅庁

舎」）。 

▲那覇市前島の「とまりん」5階に開設された「なは女性センター」  

のオープニングセレモニー 
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◇女性たちが集える場所、学び合える場所の提供 

 高里：1976年、那覇市は経済部

労働福祉課に新しく女性担当の主

査を置きました。1975年に国連が

国際婦人（女性）年を制定し、そ

の視点を持って行政の中に役割を

置くということになっていたかと

思います。その流れなどを背景

に、那覇市は久茂地公民館の中に

「働く婦人の家」を設置しまし

た。その一室を使い、多様な講座

が始まりました。趣味を通じて集

まる人々や、雇用の問題、女性の

抱える課題がテーマになった講座

などの事業が始まりました。 

 その働く婦人の家で、1983年か

ら10回シリーズの「みぢかな婦人

問題講座」が行われました。当

時、琉球大学で憲法学の教員だっ

た若尾典子さんと私の2人でペア

を組み講師を務めました。 

 その時、私は那覇市の婦人相談

員だったので、婦人相談の中で出

合う「女性が女性という理由で

様々に抱える問題」、例えば、離

婚の問題、養育費の不安や悩み、

暴力の問題、レイプの問題など、

女性たちが抱えるあらゆる現実の

問題について、私が担当して話し

ました。それに対して若尾さん

が、憲法では24条がこうなってい

る、戸籍法はどうなっていると

か、法律の視点から参加者に話す

形式で講座を展開しました。 

 この講座に参加した30代、40

代、50代の女性たちが抱える問題

をその場で出し合い、それに対し

て私たちも一緒に考える、という

作業を行いました。 

 その講座をベースに、若尾さん

が沖縄タイムスに「みぢかな女性

学」というコラムを１年半連載し

ました。それが１冊の本にまとめ

られ、出版されました。 

センターが誕生して25年が経ち

ました。その前史と言いますか、

那覇市に住む女性たちが抱える

様々な問題に取り組むという事業

や活動が、実際には1975年から始

まっていたと言えるのではないで

しょうか。 

  

◀
な
は
女
性
セ
ン
タ
ー
の
前
身
と
な
る
「働
く
婦
人
の
家
」の
設
置
を
知
ら
せ
る
、
那
覇
市
の
広
報 

◆「働く婦人の家」とは… 

 「なは女性センター」の前

身であり、女性たちの学習や

活動の拠点となった施設。那

覇市は1976年12月2日、経

済部労働福祉課に勤労婦人担

当主査を配置し、「働く婦人

の家」建設に向けた取り組み

を始めた。81年1月17日、

久茂地公民館との複合施設と

して、「働く婦人の家」を開

設 し た。96 年 10 月 1 日、

「なは女性センター」開設に

伴い、その役割をセンターに

引き継ぎ、閉館となった。 
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「女性センターの果たしてきた役割 

       そして、これからを考える」 

「私が女である

というだけで扱

われ方が違う」 

 

◆「女子に対するあらゆる形

態の差別の撤廃に関する条約

（女子差別撤廃条約）」 

 1979 年 の 国 連 総 会 で、

「女子差別撤廃宣言（1967

年）」の内容を深めた「女子

に対するあらゆる形態の差別

の撤廃に関する条約（女子差

別 撤 廃 条 約）」が 採 択 さ れ

た。発効は1981年。日本は

1985年に批准し、効力が発

した。 

 本条約に批准した国は、条

約に抵触する国内法を改正、

あるいは新しい法を制定し、

条約の内容を国内法で実施す

る義務があった。このため日

本では批准が遅れた。 

 「女子差別撤廃条約」は、

前文と30条からなる。第2条

に は、公 的 機 関 や 施 設、企

業、個人が差別行為や慣行を

やめることの他、既存の差別

的な規範、慣習を廃止するよ

う記されている。また、第5

条では、特に家庭内における

男女の性別役割分業の撤廃を

求める記述がある。 

 山城：私は1974年に沖縄タイ

ムス社に入社しました。入社し

てすぐ「女の問題」が記者とし

ての私の大きなテーマとなりま

した。私自身、小中高校・大学

で女性が差別されていることを

実感することは、あまりありま

せんでした。 

 しかし、新聞社に入った途端

に「あ、女はものすごく差別さ

れている。私が女であるという

だけで扱われ方が違う」と、女

性の問題が即、私の問題になり

ました。 

◇仕事を通して気づいた女性に対する差別 

 例えば、新人記者は、２、３

年であっちこっちの部署に異動

するのですが、私は女であると

いうことで「婦人欄」に配属さ

れ、異動はなく、ほぼ13年、婦

人欄だけの担当でした。その頃

の婦人欄というのは、要するに

「オンナ・コドモの欄」という

ニュース価値が低いと思われて

いた紙面でした。しかし、私は

この「婦人欄」に何としても男

女平等、女性の自立をテーマに

書いていこうと決意していまし

た。その実践は、上司との闘い

 高里：1975年の第１回世界女

性会議がメキシコシティで、

1980年の第２回はコペンハーゲ

ンで開かれました。沖縄からも

何人か参加していました。1985

年の第３回はケニアのナイロ

ビ、1995年の第４回は北京で開

かれました。 

 第２回コペンハーゲンの会議

の時には「女子に対するあらゆ

る形態の差別の撤廃に関する条

約（女子差別撤廃条約）」が世

界に向けて提起されました。 

 その際、日本政府も署名した

のですが、その条約に批准する

には、日本国内における「高校

の家庭科の男女共修」や、国籍

法などが引っ掛かりました。 

ここで着目したいのは、国籍

法についてです。意識しなけれ

ば、ここにいる私たちはみんな

日本人だと思いこんでしまいま

す。しかし、皆がそうではな

かったのです。 

日本では1985年まで、父親が

日本人であれば日本人で、母親

が日本人であったとしても父親

が外国籍であれば、その子ども

には日本国籍が与えられません

でした。1985年にやっと国籍法

が改正され、父系絶対主義から

父母両系主義になったのです。

沖縄にいた多くの無国籍児の救

済にも繋がりました。 

1970年 代 や1980年 代 を 振 り

返って今を考えてみれば、私た

ちは、沖縄で暮らしていなが

ら、実は世界の状況とも密接に

繋がっていたと、改めて確認し

たところです。 

◇世界女性会議への参加と、日本国内の法改正 
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◇男女雇用機会均等法と、女性たちの労働環境 

 山城：当時の沖縄を含め日本

の女性は、労働市場において募

集、採用、昇進昇格、定年とい

う全ての分野で差別を受けてい

ました。 

 1985年、女子差別撤廃条約に

批准するために、男女雇用機会

均等法という法律が作られま

す。均等法が出来上がっていく

過程の中で、どうせザル法にな

ると思われていました。なぜな

ら、差別の禁止に対して違反し

た場合の罰則規定を設けること

を女性労働者は求めていたので

すが、その多くが努力規定に留

まったからです。ある種の諦め

ムードも感じました。 

ところがいざ1986年に法律が

施行されると、あちらこちらで

男女雇用機会均等法を盾に裁判

が行われました。 

「私たちは銀行に入行した時

から昇進・昇格のチャンスを与

えられなかった。社員教育や研

修も受けられなかった、期待も

されなかった。それで入行して

20年経ってみたら、すさまじい

給料の差がついていた。その差

を返せ」という裁判などが起き

た訳です。 

「社会の仕組み

として女性が差

別されているこ

とを一つ一つ明

らかにしていく

10年でした」 

の日々でもありました。 

 「女性の自立とか男女平等と

か、こんなものばっかり書きた

いんだったら、自分で新聞を出

せばいい」と言われ、私が「読

者のニーズがあるのです」と反

論すると「読者のニーズなんか

ない。読者のニーズはハウツー

だ」と言い返されました。 

ファッションや料理、子育

て、家族の健康管理など、妻と

して母として必要な情報を女性

の読者は求めているのだと上司

は譲りません。ぶつかりながら

原稿を出す日々が続きました。 

 し か し、1975年「国 際 女 性

（婦 人）年」、1976年 か ら1985

年 の「国 連 女 性（婦 人）の10

年」には世界各地で、女性の地

位向上のための行動が国連を中

心に呼び掛けられました。 

 沖縄でも男女平等、女性の自

立などをテーマに多彩な取り組

みが次々と展開されるようにな

りました。 

 “女性”をテーマにした取材の

日々。女性の記者として、最高

に面白い時期になりました。そ

れは、私や私の周囲の人たちが

感じている「女の扱われ方がお

かしい」ということが、被害妄

想でもなんでもなく、社会の仕

組みとして女性が差別されてい

ることを、一つ一つ明らかにし

ていく、そんな10年でした。 
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「女性センターの果たしてきた役割 

       そして、これからを考える」 

 山城：女性労働者による男女

雇用機会均等法の裁判は沖縄で

も展開されました。1988年、バ

スガイドをしていた城間佐智子

さんが会社から35歳定年を言い

渡されました。 

 それで彼女は「私は今、ガイ

ドとして非常に脂が乗っている

時期。なのに、なぜ私が35歳で

クビを切られないといけないの

か。もし、これが男性だった

ら、男性は納得するでしょう

か」という問いを社会へ投げ掛

けました。 

 すると、その問い掛けは沖縄

の多くの働く女たちの共感を得

て、驚くほどたくさんの女たち

が立ち上がったのです。 

裁判の中で、会社側は“新陳

代謝”という言葉を使いながら

「もう35歳になったら代わって

もらう」ということを主張しま

した。それに対して城間さん側

は、県外から40代の現役バスガ

イドを招き、証人尋問に出しま

した。 

その方は「私自身が若かった

頃のお客さんには、申し訳な

かったと思う。若かった時に

は、高齢者や障がい者の方がお

客さんになった時に、少しでも

楽に、少しでも楽しくツアーを

提供することができなかった。

でも年齢を重ねて、今、私はプ

ロのバスガイドになっている。

だから、私は若い頃に比べては

るかに必要な配慮ができるしプ

ロである」という内容の証言を

しました。 

城間さんの勝訴は目の前、と

いう流れになりました。多くの

女性たちが彼女の勝訴判決を確

信していました。 

とはいえ、労働争議というの

は一般的に、訴えた労働者が勝

訴したとしても、会社へは簡単

に戻ることができません。会社

との関係をこじらせているの

で、多くの場合、会社を辞める

という形になってしまうことが

多いからです。 

最終的に城間さんは判決にこ

だわらず、会社側とは「実質勝

訴」の内容で「和解」し、会社

へ戻って60歳の定年まで勤めま

した。 

 裁判から20数年経って、私は

改めて城間さんを取材しまし

た。そして、あの裁判が何を残

したのかを目の当たりにしまし

た。明らかなことは、沖縄のバ

スガイドの年齢の変化です。彼

女が裁判を起こした時代は、若

い女性に限られていました。と

ころが20数年経って、バスガイ

ドの年齢の主流は40代、50代の

女性に変わっていたのです。 

 プロがガイドするということ

が、どれだけ客の満足度に繋が

るかを、会社側も認識せざるを

得なかったのだと思います。 

◇バスガイド「35歳定年」訴訟問題で見えたこと 

▲2018年６月に、なは女性

センターで開かれた講座「『男

女平等』は、どこまで進んだ

か～女性が働き続けるため

に」で講演した、城間佐智子

さん（上）と山城紀子さん 
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◇不平等の仕組みを変えるため、声を上げ始めた 

 山城：私たちにとって1975年

から1995年という20年間は、女

たちが声を上げ、それまで目を

向けられなかった問題と向き合

い、女たちの不平等を明らかに

し、不平等の仕組みを変えてい

こうと取り組んだ輝かしい時代

だと思います。 

今回、座談会の依頼があり、

センター開設時の1996年に私は

何を思っていたのだろうと思

い、沖縄タイムスの一面で当時

担当していたコラムをパラパ

ラっと拾ってみました。やはり

私は、圧倒的に「女の問題」を

書いていました。 

1996年にセンターが設置され

た意義を考えたいと思います。

今からちょうど25年前の1996

年、私は教師の性犯罪の問題を

取り上げていました。その一つ

は、県内の高校教師が、家出中

の中学生と２人でモーテルに入

りみだらな行為をした件につい

てです。 

当時、その教師が、沖縄県青

少年保護育成条例違反の罪で略

式起訴され、罰金刑を受けたと

いうことが表沙汰になっていま

した。 

私は当時のコラムで、沖縄県

教育庁の姿勢と対応に強い怒り

を持ったことを書いています。 

「事件は同庁内部の懲戒審査

委員会にかけられ、審議の結果

『論旨免職』扱いし、依願退職

が受理され、退職金も支払われ

た」からです。25年前はこのよ

うな状況でした。理由として

「わいせつ行為はあったものの

一線は越えていない」「本人も

反省し、過去の勤務態度は良

かった」などの教育庁の説明が

ありました。そのため、私は怒

りのコラムを書いたのです。 

 「総合職女性の離職」という

テーマもありました。1985年、

募集・採用・昇進昇格から退職

まで、労働の全てのステージで

男女が平等でなければならない

とした男女雇用機会均等法が制

定されました。それまでは、多

くの女性労働者が男性労働者の

補助的な役割としての労働を余

儀なくされていました。 

 その状況を変えようと、多く

の企業が男女対等の「総合職」

を置いたんです。それから10年

経って調査した結果、総合職に

就いた女性の８割が退職してい

るという実態が明らかになりま

した。  

 女性たちが答えた「辞めた理

由」の多くは、長時間労働の慣

習が相変わらずであることや、

育児と仕事の両立支援の遅れな

どが挙げられました。中には、

男性上司が総合職の女性への接

し方が分からないようだと受け

止めた女性もいました。 

 多くの女性たちが「不利に扱

われた」と感じていることが分

かりました。 

「1975年から

の20年間は、

女たちが声を上

げ不平等の仕組

みを変えていこ

うと取り組んだ

輝かしい時代」 
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「女性センターの果たしてきた役割 

       そして、これからを考える」 

 山城：1996年４月、那覇市内

の幼稚園で初めて「男女混合名

簿」が使われることになったと

いうコラムも書いていました。 

 男女別の名簿を作り、常に男

性を先にして、女性を後にする

という従来のやり方は、男女不

平等に繋がります。たかだか名

簿では済まない問題だというこ

とで、当時、全国では３割を超

える学校が男女混合名簿に切り

替えており、その後も徐々に割

合は増えていました。 

 しかし、沖縄では1996年時点

で、男女混合名簿を使っている

学校や幼稚園は、その幼稚園だ

けだったのです。 

実施を始めた幼稚園の園長は

「反響がありました。幼稚園児

に男の子はダイナミック、女の

子はおとなしいなんて性差は全

くないし、個人差ですよ」と言

い、小学校でもすぐ実施するよ

うな姿勢を見せていました。 

沖縄では公立の小学校と幼稚

園のトップは同じ先生です。し

かしその後、小学校で男女混合

名簿が実施されることはなく、

しばらくして男女混合名簿を導

入した幼稚園へ行ってみたら、

その園でも男女混合名簿は実施

されなくなっていました。 

こうしてふり返ってみると、

1975年から女たちが法律の問

題、国籍の問題など、たくさん

の実績を一つ一つ積み上げてき

ました。その一方、社会では教

◇男女混合名簿から見えた、教育現場の課題 

師の生徒に対するわいせつ問題

にしても、男女平等を考える学

校教育の問題にしても、労働の

問題にしても、女性たちは多く

の不平等を抱えてきました。 

そのことを思い返すと、「女

性問題は終わった」「もう解決

した問題だ」というような形

で、多くの自治体で女性行政の

窓口がどんどん縮小していく今

の状況を、取っ払っていかない

といけないと思います。 

  

 玉城：ありがとうございま

す。パネリスト３人のお話を伺

いながら、歴史を記録していく

ことがとても重要だと感じまし

た。女性たちの取り組みや社会

運動は、存在していたのに、ま

るで存在していなかったように

捉えられてしまっていた状況を

思い返しました。 

 女性たちの視点で女性たちの

取り組みを記録していくという

作業の必要性を感じます。 

 

「『女性問題は

終わった』とい

う今の状況を

取っ払っていか

ないと」 

▲山城紀子さん 
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◇1985年に「うないフェスティバル」スタート 

Ⅱ：うないフェスティバルの開催と 

         女性たちのネットワーキング  

 玉城：次のテーマは1985年に

那覇市で始まった「うないフェ

スティバル」についてです。パ

ネリストの皆さんとの関わりに

ついて、お聞かせください。 

 高里：うないフェスティバル

は1985年のラジオ沖縄開局25周

年がきっかけです。当時の社

長・新垣淑哲さんがディレク

ターの源啓美さんに「第３回世

界女性会議が開かれるナイロビ

に行って、女性の取材をして特

番を作らないか」と提案しまし

た。すると彼女は「そのお金が

あるなら私にください。沖縄の

女性たちを繋ぎながら集まりを

持ちたい」と提案したのです。

それが始まりでした。 

 ラジオ沖縄から源さんと屋良

悦子さん、琉球大学の若尾典子

さん、宮城晴美さんが集い、那

覇市労働福祉課の女性担当だっ

た与儀弘子さんも加わり、私を

含めた６人でスタートしまし

た。与儀さんの参加で、那覇市

の参画が決まりました。 

第１回うないフェスティバル

は、那覇市の協力で市民会館の

大ホールも中ホールも与儀公園

も全てを会場として開催されま

した。ラジオ沖縄は開局25周年

ということで、放送時間12時間

を女性たちに提供し、女性たち

の手で全番組を制作しました。 

沖縄県婦人連合会のような大

きな女性団体から、数カ月前に

できたばかりの小さなグループ

まで一緒になって運営しまし

た。 

 うないフェスティバルの基本

は「みんな平等である」こと。

伝統ある大きな団体も、メン

バーが数人の小さなグループも

みんな平等です。実行委員会を

開いたら、みんながその場で決

定権を持ちます。組織に持ち

帰って検討ということはしませ

んでした。 

 物事はみんなで決めるけれ

ど、それぞれの活動について

は、お互い批判しないでやりま

しょうという前提だったので、

様々なグループが参加できたの

だと思います。1985年から10年

はラジオ沖縄との共催が続きま

した。そして、ラジオ沖縄に代

わり今度は沖縄タイムス社との

共催が10年続きました。 

少し話が逸れますが、1995年

の第４回北京会議のNGOフォーラ

ム に は、沖 縄 か ら71人 が11の

ワークショップを持って参加し

ました。そこまで大きくまとま

ることができたのは、うない

フェスティバルで養われた女性

たちのネットワークが背景に

あったからだと言えます。 

▲1985年の第１回うないフェ

スティバルの開催を知らせるポ

スター 

▲第１回うないフェスティバル

の様子を伝える写真 （報告書

より） 
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「女性センターの果たしてきた役割 

       そして、これからを考える」 

 山城：うないフェスティバル

は記者として取材させてもら

い、紙面で報じる側にいまし

た。取材する側にいると、女が

女に向かって発信することを、

私たちは歴史の中で、いかに経

験してこなかったのか、という

ことに気づかされました。女性

が何か教えてもらうのは男性か

ら、重要な情報を得るのは男性

から、ということに慣らされて

いたということです。 

1988年の第４回うないフェス

ティバルは、城間佐智子さんの

「バスガイド35歳定年問題」が

あった時です。すぐさま寸劇を

作って上演していました。 

1995年に米兵が起こした少女

暴行事件の後に開催された1996

年のうないフェスティバルで

は、パレットくもじ前の広場

で、性暴力をテーマにした寸劇

を上演していました。その寸劇

では、実際に沖縄の地で起こっ

た性暴力の事件を、無言劇とい

う形で女性たちが表現していま

した。その一つが「ボード事

件」です。鎖国していた日本に

開国を迫ったペリー艦隊の一行

は浦賀に行く前、琉球王国に寄

港しています。ぺリーが浦賀に

行っている間、沖縄で留守番を

していたボードという水兵が、

沖縄女性をレイプする事件が

あったのです。その頃から沖縄

では、軍隊による女性への性暴

力が始まっていたと言えます。 

また、沖縄戦当時に約130カ所

以上あった慰安所の前で待ち並

ぶ男たちを表現した演目もあり

ました。チケットをもらい、代

わる代わるに用を済ませて出て

いくという場面を、参加者みん

なで観ていました。 

1996年当時、キャロリン・フ

ランシスさんという背の高い女

性の宣教師がいました。彼女は

沖縄の女性たちと一緒に女性運

動を展開していました。寸劇で

は、その彼女が米兵の姿になっ

て、小柄な沖縄の女性をレイプ

するという役をしたわけです。

私は、メモを取りながら会場で

観ていました。 

ふと見ると横に立っていた女

性が泣いていました。そして

「沖縄ってこんな場所だったん

ですね」と言ったのです。女た

ちに観てもらうために、女たち

が発信するという関係性がとて

も良かったと感じました。 

◇女が、女に発信することの大切さ 

「女が女に向

かって発信する

ことを、いかに

経験してこな

かったのか、と

いうことに気づ

かされた」 

▲なは女性センター25周年記念座談会「女性センターの果たしてきた役割、そして、これから

を考える」で、パネリストの話を熱心に聞き入る参加者の皆さん＝2021年10月1日、なは女

性センター（なは市民協働プラザ1階） 



１５ 

 

 

 

 

  

 

◇女たちが集い、語り合うことの大切さ 

 玉城：ありがとうございま

す。沖縄現代史は多くの場合、

男性たちによって書かれていま

す。その中でも、女性たちの社

会運動や取り組みは、1995年以

降にいきなり登場し、わずか数

行で紹介されています。沖縄戦

後から1995年までの、50年間の

女性たちの「あしあと」は当然

たった数行で説明できるもので

はありません。 

 お話を伺いながら、1970年代

から90年代の世界情勢に影響を

受けた沖縄の女性史に目を向け

る面白さがあると思いました。

うないフェスティバルの背景や

経緯、1995年以降の女性たちの

運動史に対する理解も深まりま

す。その理解の深まりは男性た

ちが記録し、捉えてきた沖縄現

代史、中でも「1995年」を編み

直す作業に繋がると思います。 

 

 宮城：うないフェスティバル

が成功した理由は、参加者が互

いの発表を尊重し、干渉し合わ

なかったからです。超党派で、

自民党系、共産党系、創価学会

の皆さん等々、色々な取り組み

をしている人たちが参加してい

ました。みんな和気あいあいと

して楽しかったからこそ続けら

れたと思います。 

また、うないフェスティバル

の参加経験者が最も集結したの

は、不幸なことではあります

が、1995年の米兵少女暴行事件

が起こった時だったと感じてい

ます。それは、1995年に開催さ

れた北京会議（第４回世界女性

会議NGOフォーラム）に行った人

たちの動きも背景にあります。

そして、その北京会議に行った

人たちは、うないフェスティバ

ルの流れで組織された人々であ

り、非常に素晴らしい役割を果

たしたと考えています。 

私自身は歴史に関する文章を

書いてきましたが、脚本などは

当時、書いたことがありません

でした。1985年のうないフェス

ティバルでは、「集団自決」が

テーマの「赤いぶくぶくー」、

移民先での沖縄の人たちの戦争

体験などを描いた「命」など、

北島角子さんによる一人芝居の

脚本を４本書きました。 

お母さんが沖縄の人で、お父

さんが大阪の人である知人が、

大阪の小学校で人種について書

く欄に「日本人」と書いたら、

「あなたは違うでしょ。日本人

と沖縄人のあいのこだ」と言わ

れたという話を聞いたことがあ

ります。沖縄とは何かという

テーマで「日本人？」という、

一人芝居も作りました。 

 

◇女性視点で「あしあと」を見つめ直す大切さ 

「超党派で、和

気あいあいと楽

しかったからこ

そ続けられたと

思います」 

▲宮城晴美さん 
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◇あらゆる問題に、ジェンダーの視点と支援を 
 高里：振り返れば、25年の間に

さまざまな法律も改正されてきた

ので、ジェンダー平等は相当進ん

でいると思ってしまいますよね。

でも、世界基準で見るとどうで

しょうか。世界経済フォーラムが

発表している2021年のジェンダー

ギャップ指数で日本は156カ国中

120位ですよね。 

1975年に出た、若年妊娠に関す

る出産率の資料「地域別思春期出

産率」（若年出産）で、沖縄にお

ける若年出産は、全国平均と比較

して２倍以上だということが明ら

かになりました。2021年の今も、

あまり変化はありません。 

10代で母親になった女性が幸せ

になっていたらそれでいいので

す。しかし、10代で母親になる場

合、ほとんどの相手は責任を取ら

ず、単身で出産せざるを得ない状

況があります。例えば、16歳の高

校生が妊娠した場合、学校を退学

する以外の選択肢がない時期もあ

りました。今はいったん休学して

復学するケースも出てきました。

Ⅲ：今後、なは女性センターに期待すること  

◇政治に左右されず、男女共同参画社会の実現を 

 玉城：パネリストの皆さんが

那覇市全体や、センターに強化

してほしい取り組み、未来にど

のように繋げていくか、伝えた

いことなどはありますか。 

 宮城：女性行政というのは非

常に政治に左右される気がしま

す。那覇市における女性行政は

市長の直属ということで、1989

年には総務部に位置づけられま

ました。それだけ中核に置くと

いう意味が含まれていたのだと

思います。 

 那覇市では沖縄県より４年早

く、女性行政の専管課である

「女性室」ができました。その

後、沖縄県も知事公室の中に女

性政策室を設置したのですが、

国の政治が変わり、県の体制も

変わると、縮小されることもあ

りました。また、那覇市では

2008年に、那覇軍港総合対策室

に女性室が置かれることになり

ました。これを聞いた時、私は

すごくショックを受けたことを

記憶しています。翁長雄志さん

は県知事としては非常に優れた

方でしたが、那覇市長として

は、女性行政の後退と深く結び

ついた印象がありました。女性

議員が増えたにも関わらず、女

性行政が後退していくという状

況に、本当にがっかりしまし

た。もちろん立法が行政に対し

て色々と口出しするのは、はば

かられるかと思います。 

しかし、高里鈴代さんが市議

だった時にはガンガン言ってき

ましたよね。今後ともぜひ立法

の側からも女性行政を応援して

ほしいですね。それは女性管理

職の登用率アップにもつながる

と思います。現在、那覇市は女

性市長ですが、残念ながら女性

管理職はまだまだ少ない。今後

はそういったところにも期待し

たいと思います。 

「立法の側から

も応援してほし

い。それは女性

管理職の登用率

アップにもつな

がる」 



１７ 

 

 高里：女性が性暴力に遭うと

被害者をバッシングする風潮が

未だ根強いことが気になりま

す。2008年、沖縄の14歳の中学

生が38歳の米海兵隊にレイプさ

れた事件があった時も「ついて

行った方が悪い。誘われるよう

な服装をしていたんじゃない

か」と電話がありました。男の

子も女の子もお互いを尊重し合

う教育と女性行政を、もっと

もっと深めてほしい。そのため

には人権教育が必要です。男の

子たちの成長のためにも、「加

害者にならない」ための教育に

も期待したいです。 

ある中学校で本当に酷いいじ

めがありました。いじめている

グループの子たちがスポーツの

チームに入っていました。「こ

んなに酷いいじめをやったんだ

から試合に出すべきではない」

とある人が言ったのです。とこ

ろが「この子たちは一生懸命練

習したんだから試合に出すべき

だ」となってしまいました。つ

まり、加害者を擁護する力の方

がまだ強いわけです。保育園や

小中高校で人を大事にする、人

権や相手を尊重する教育の機会

を制度やカリキュラムとして導

入すべきではないかと思いま

す。女性行政は那覇市全体のこ

とを見ていかなければいけない

と思います。課題は何かと考え

る時に、女性行政の視点から課

題解決を推進してほしいと思い

ます。 

行政の責任者は32万人の那覇

市民がどういう世帯、経済状

態、家族構成でいるのか知って

もらいたい。生活する世帯の実

態を深く正確に把握する中で、

何を今、行政として強化してい

くべきかを探っていただきた

い。本当に期待しております。 

女性行政は女性の問題だけで

はありません。命の問題、人権

の問題、平和の問題です。その

横断的なものを女性行政の視点

から提起する作業を是非やって

いただきたいと思います。 

あるいは退学になった後も、定

時制や通信制の高校に入学し直

す方法もあります。それでもや

はり、若年で母親になった時に

は、学校からも社会からもポン

と弾き飛ばされかねないのが現

実です。本当は誰よりも早く母

親になる女性に対して、孤立し

ないために社会とのネットワー

クを形成する術、誰よりも早く

母親になるための支援が必要で

す。沖縄は県民所得が全国最下

位です。若年出産した女性が正

社員として雇用される機会がど

れほどあるでしょう。厳しい現

状だと思います。そうすると非

正規で働かなくてはなりませ

ん。今コロナ禍で本当に多くの

女性たちの息詰まる現状が目に

見えています。沖縄が抱える問

題に関して女性行政から提起す

べきことはたくさんあります。 

◇被害に遭った人がバッシングされる社会の問題 

「男の子も女の

子も、お互いを

尊重し合う教育

と行政運営を」 

「コロナ禍で多

くの女性たちの

息詰まる現状が

目に見えていま

す。行政から提

起していくべき

ことはたくさん

あります」 

「女性行政は女

性問題だけでは

ありません。命

の問題、人権の

問題、平和の問

題です」 



１８ 

 

 山城：1985年に一つの事件が那

覇市で起きました。60代の女性の

医師が、寝たきりの母親と病気が

ちの妹を殺し、自分も首を吊って

死ぬという事件でした。ある大き

な病院の副院長をしている女性で

した。経済的に非常に恵まれてい

たこともあり、驚きをもって報じ

られたのです。 

 当時、女が介護をするのは当た

り前のことでした。妻なら、嫁な

ら、娘なら、介護は当たり前と教

えられていて、代表的なアンペイ

ドワークでした。加えて、女性た

ちは介護問題の厳しさをどこに

も、誰にも訴えることができない

状況にあったのです。介護は当た

り前に女がやるものだと社会全体

が思い込んでいたからです。 

 そのために介護をしながら息抜

きに遊びに行く、息抜きに旅行に

行く、そして、家の問題を愚痴と

して友人に話すことさえ、とても

難しかったのです。その中で女た

ちは介護に閉じ込められ、追いつ

められていたのです。 

 2021年２月、那覇地裁で行われ

たある介護殺人の裁判を傍聴しま

した。70代前半の女性は教師とし

て定年まで勤めた人です。彼女

は、19年間夫の介護をして、その

うちの２年間は自分の母親の介護

も担っていました。とてもやって

いけないと思って、無理心中を

図ったのですが、夫だけ死に、彼

女は生き残りました。 

 これまでの裁判と違ったのは、

彼女に２年６カ月の懲役という実

刑判決が下ったことです。それ以

前にも、介護問題が背景にある殺

人事件は何例か起きていました。

しかし、介護の負担や介護疲れの

実態がある場合、他の家族から罪

を軽くしてほしいという嘆願書が

出されたりして、執行猶予になる

ことが度々あったのです。しか

し、その彼女は実刑になりました

（その後の控訴審で執行猶予に

なった）。以前と違って介護保険

制度ができたことなども背景にあ

ると思います。 

 さらに、この事件では、介護が

必要な夫のために彼女は特別養護

老人ホームへの入所を申し込み、

待機をしていたわけですが、 

「空き」が出て入所が可能になっ

たにもかかわらず、入所を断った

という事情もあったと思います。

断ったのは、夫が嫌がったからだ

と彼女は証言していました。 

 定年退職まで教師をしていた女

性ということもあって、36年前の

医師をしていた女性の事件と重な

るところがありました。女性たち

がやって当たり前と思われていた

ケア労働の長い歴史の中で、介護

問題の苦痛、負担の重さ、介護保

険の使い勝手の悪さということ

を、どんどん公に出していく作業

がかつてのようには無くなってい

ると感じています。確かに2000年

から介護保険制度ができたので、

以前と比べたら改善されました。 

しかし、介護に掛かる費用につ

いては、国から財政上のプレッ

◇女性が孤立しないためのネットワーク拠点に 

「妻なら、嫁な

ら、娘なら、介

護は当たり前と

教えられてい

て、代表的なア

ンペイドワーク

でした」 

「女性センターの果たしてきた役割 

       そして、これからを考える」 

 

◆「介護保険制度」とは… 

 親の介護を担う家族の負担

を軽減し、高齢者の介護を社

会全体で支えることを目的

に、2000年に「介護保険制

度」が創設された。「親の介

護 は 娘 や 嫁、家 族が 担 う も

の」といった根強い慣習や意

識から、介護に起因する離職

や心身の不調が社会問題と

なっていた背景がある。 

 一方、近年は低賃金などの

課題から介護に携わる人材の

労働力不足が慢性化してい

る。高齢化が進むにつれ、さ

らなる財源不足も指摘されて

いる。  



１９ 

 

 高里：2021年7月の那覇市議会

議員選挙で13人の女性議員が誕生

しました。でも、本当はもっと男

女の比率は均等になってほしいと

思います。 

 実は那覇市制70周年の時、記念

事業として子ども議会を開きまし

た。その時、私は議会事務局長に

「どんな風に議員を選ぶの？」と

聞きました。 

 すると事務局長からは「分かっ

ています、鈴代議員。ちゃんと男

女同数にしています」と返事が

あったのです。彼は那覇市の全て

の中学校から男２人と女１人、あ

る中学校からは男１人に女２人と

いう風にして、見事に男女同数に

しました。そして、生徒たちの代

表が議場に並ぶことになりまし

た。 

子ども議会の際、私たち現役の

議員は傍聴席に座りました。そし

たら、何てことでしょう。一人の

男性議員が上から議場を見渡して

「なんだ、女ばっかりじゃない

か！」と言ったのです。それで私

が「あら、これ同数なのよ」と伝

えました。 

それは、どこでも女性は１～２

割くらいいればバランスが取れて

いると思われていたことを意味す

ると思います。10人が男性で、女

性が２人入れば、これでバランス

が取れているということです。つ

まり、議場もそういう感覚だった

のではないでしょうか。 

那覇市の議員が挙げている多様

な提案も、そのような感覚の下で

作られているのならば、バランス

が取れているとは言えないと思い

ます。そういう意味でも那覇市議

会議員になった皆さんには、しっ

かり学び続けてほしいと思いま

す。女性議員が増えていることは

嬉しいし、また男性議員も頑張っ

て人権尊重に基づいた働きをして

いただきたいと思います。 

 宮城：ちょっと関連してなので

すが、実は、那覇市議会の議場を

使って、女性議会をやりたいとい

う話がありました。その時に、

「議場は神聖な場所だ」というこ

とで断られたケースがあります。 

 会場：（ザワザワ…）神聖な場

所…、神聖な場所…。 

 宮城：子ども議会は認めたけれ

ど、女性議会は認められなかった

のです。あれは子ども議会が開か

れる前の出来事でした。「神聖な

場所でそういったことは認めな

い」ということを言われたことも

ありました。 

◇那覇市議会、そして議員に期待したいこと 

「女性議会をや

りたいという話

に、『議場は神

聖な場所だ』と

断られた」 

▲高里鈴代さん 

シャーをかけられているのが現

状です。要介護認定３以上でな

いと特別養護老人ホームに入れ

ないし、病院は社会的入院を認

めないため、家族に受け入れ態

勢がなくても退院しなくてはい

けません。介護保険が使いづら

くても、なかなか声に出せな

い、出しにくいという空気があ

るので、そのような問題もセン

ターで取り組んでほしいと思い

ます。 



２０ 

 

「女性センターの果たしてきた役割 

       そして、これからを考える」 

 山城：沖縄は、多くの「慰安

所」だった場所が特定できる、

日本国内唯一の地域なのです。

米軍が上陸しなかった地域に

も、日本軍がいた場所には慰安

所がありました。そう考えると

「慰安婦」と軍隊はセットなの

です。ところが、ここ最近は

「従軍慰安婦」の「従軍」とい

う言葉を、政府の圧力で教科書

から削除されるようになってい

ます。 

 私 は1991年 以 降、戦 時 下 に

「従軍慰安婦」とされた女性た

ちが沖縄に来た時に、取材する

ことが度々ありました。ある元

「慰安婦」の方の取材すること

になっていた日に、その方が長

旅で疲れて体調を崩しキャンセ

ルになりました。その次の日も

熱が出て「今日は伊江島に行く

つもりだったのだけれど止め

た」と言うのです。 

 ３日経っても熱が下がらな

かったので、「もう取材は結構

ですよ」と連絡を入れてもらい

ました。すると折り返し電話が

あり、「取材は受けたい」と言

うのです。「熱が下がったらす

ぐ取材を受けたい」と言われ、

私も背筋が伸びる思いで取材に

行きました。 

 その人はやはり、日本政府や

日本の女性たちに語りたいこと

がいっぱいありました。当時、

アジア女性基金と言って、民間

からお金を集めて政府からの賠

償ではない形で元慰安婦の方に

上げる事業がありました。それ

に 対 し 質 問 し た ら「チ ャ リ

ティーはいらない」と強い言葉

でピシャッとおっしゃったので

す。「チャリティーなんか欲し

くない。私が欲しいのは賠償金

であり真実の究明だ」と。 

 他にもフィリピンで強制的に

兵舎へ連れて行かれ、性暴力を

受けた女性たちがインタビュー

に答えてくれました。「慰安婦

であったことを夫に話した途端

に、夫から暴力を振るわれるよ

うになりました。私をレイプす

る夫の姿が、日本軍と重なっ

て、とても夫と生活することが

できなかった」と話してくれま

した。フィリピンは日本より早

く夫の暴力やDVに対する法律が

整っていたので、彼女はDVで夫

を訴えました。 

 女性たちは戦後もずっと「慰

安婦」であったことから逃れら

れなかったことを話してくれた

のです。その方々は90代になり

高齢になっているため、沖縄や

日本に来て、体験を訴えること

が容易でない現状があります。 

◇沖縄から「従軍慰安婦」問題を捉える視点 

▲2012年に開かれた「沖

縄戦と日本軍『慰安婦』展＆

ギャラリートーク」で、慰安所

の調査結果について報告す

る高里鈴代さん＝那覇市歴

史博物館 
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◇政治によって、加害の歴史が書き換えられないために 

 山城：近年、日本の若者は不

幸なことに、学校教育の中で

「慰安婦」の問題を教わること

ができません。学生は「平和学

習」だと言って沖縄に勉強に来

ます。しかし、辺野古新基地建

設問題のことや、東村高江のヘ

リパッド建設問題のことは前

もって勉強しても、「従軍慰安

婦」問題の話になると、「その

人たち、お金をもらっていたん

ですよね」とか「本人が来たく

て来たんじゃないですか」とい

う信じがたい質問や反応がよく

出ます。 

 それは彼らが「慰安婦」問題

の正しい情報を得ることが困難

なためだと感じます。学校教育

の中で教えてもらう機会が無さ

すぎます。政府がおおっぴらに

「従軍」という言葉を削除する

ことについて、どれくらいの人

が「おかしい」と思うのか、と

ても疑問です。地道に若者へ伝

えていかなければと思います。 

▲沖縄・慰安所マップ （出典：アクティブ・ミュージアム「女たちの戦争と平

和資料館」（wam）編 『軍隊は女性を守らない―沖縄の日本軍慰安所と米

軍の性暴力』2012年） 

 この地図は、日本軍が沖縄に設置した慰安所の位置を示したものです。

1944年3月に第32軍が創設されてから沖縄戦が始まるまでの1年間に、

のべ130カ所以上の慰安所が作られました。日本軍が配備された場所に

は必ず慰安所が設置された、と言っても過言ではありません。沖縄にとっ

て日本軍「慰安婦」制度の被害は、よその国ではなく、すぐそばで起こった

出来事でした。 



２２ 

 

玉城：参加者からの質問を読み

上げます。「女性センターはこれ

からも必要でしょうか」という質

問です。 

 山城：とても必要だと思いま

す。今こそ必要です。日本で暮ら

す人々は、自国の経済や科学技術

の分野で、世界ランキングが120

位といったら絶望するのではない

かと思うのです。 

 ところが男女格差を示すジェン

ダーギャップ指数が120位の後進

国という結果が出ても、その問題

を「面白記事」みたいな形で報じ

るメディアもあります。それくら

い女性に対する差別が深刻に捉え

られていない状況があります。 

 「もうこの問題は終わった」と

いうことにされては絶対にいけな

いと考えます。女性センターは、

今こそ必要です。 

 高里：私は「女性センター」と

いうネーミングがそのままあって

いいかどうかは分かりません。今

は「男女共同参画センター」とか

色々な呼び方がありますよね。な

ので今後、しっかりとした目的を

持った上でネーミングもみんなで

考え、「なぜ必要か」「いや、こ

ういう名前でない方がいい」とか

「男性が来にくい」とかいろんな

ことを検討する場があってもいい

のではないでしょうか。時代に

よって変わっていく可能性はあっ

ていいのではないかと思います。 

 宮城：那覇市は「レインボーな

は宣言」をしていますので、やは

りネーミングは非常に大事だと思

います。今後、なは女性センター

は質的に変化してもいいのではな

いかと思います。私は女性史の資

料含めて、学習できる「資料室」

の環境をぜひ整えてほしいと願っ

ています。 

 ただ市民に開放するのではな

く、提供できるものを積極的に用

意してほしいということです。

せっかく前近代（王国時代）から

戦後までの女性史をまとめたの

で、その関連資料を活用してほし

いですね。 

 

Ⅳ：参加者の質問より 

【ジェンダーギャップ指数2021】 
Ｑ、女性センターはこれからも必要？ 

 

◆ジェンダーギャップ指数とは… 

 世界経済フォーラムが各国の男女格差などを調査している。「経済」「政治」「教

育」「健康」の4つの分野のデータから作成され、値は0が完全不平等、1が完全平等

を示す。2021年は、日本の総合スコアは0.656、順位は156カ国中120位（前回は

153カ国中121位）となっている。 

 日本は、先進国の中で最低レベル、アジア諸国の中では、韓国や中国、ASEAN諸国

より低い結果だった。各国がジェンダー平等に向けた努力を加速させている中で、日本

は各分野で遅れを取っている。 

【出典：Global Gender Gap Report 2021】 

順位 国名 値 
前年比の

順位変動 

1 アイスランド 0.892  ー 

2 フィンランド 0.861  1  

3 ノルウェー 0.849  -1  

4 ニュージーランド 0.840  2  

5 スウェーデン 0.823  -1  

11 ドイツ 0.796  -1  

16 フランス 0.784  -1  

23 英国 0.775  -2  

24 カナダ 0.772  -5  

30 米国 0.763  23  

63 イタリア 0.721  13  

79 タイ 0.710  -4  

81 ロシア 0.708  ー 

87 ベトナム 0.701  ー 

101 インドネシア 0.688  -16  

102 韓国 0.687  6  

107 中国 0.682  -1  

119 アンゴラ 0.657  -1  

120 日本 0.656  1  

121 シエラレオネ 0.655  -10  
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 玉城：次の質問を読み上げま

す。「女性は生きているだけで偉

いと思います。私たちは、いつま

でオジサンたちと闘わなければな

らないのでしょうか」 

 会場：（笑い） 

 宮城：先ほど「なぜ男性セン

ターを作らないか」という話が

あったことをお伝えしましたが、

那覇市に「女性室」を設置した時

にも「なぜ『男性室』は無いん

だ」という言われ方をされまし

た。女性室ができて、「働く婦人

の家」を中心に「女性学講座」を

スタートさせましたが、それは全

てを横断的に、様々な分野におい

て女性の視点で考えていくという

スタディーズでした。 

 最近は「男性学」「メンズスタ

ディーズ」の動きも出てきていま

す。簡単に言いますと、男性は家

族を養わないといけない、男らし

くなければならない、がんばれ、

がんばれっていう風に言われてき

たけれども、本当にそれでいいの

か、「闘う男」でいいのか、その

ようなことを考えようという意味

です。 

２、３年前の新聞記事に「ある

銀行で女性の総合職が増えた」と

ありました。銀行に行った際、女

性行員の方に「あなたは総合職で

すか」と聞きました。「そうで

す。でも、ほとんどが総合職にな

り、仕事がハードになって、とに

かく残業が続くという状況の中で

働いています。だから新聞に載っ

た時には冷ややかに見ていまし

た」と話していました。「女性活

躍」という言葉がよく用いられま

すが、女性も男性と同じ働き方を

しろということなのか、と問いた

くなります。 

 高里：やっぱりね、私たちは

「気づいたら言う」必要があると

思うのです。男性であろうと女性

であろうと、「あれ、ちょっとお

かしいんじゃないか」「これは

ちょっと差別的な発言だな」と

思った時に、しっかり伝えるよう

になっていきたいなと思います。

それを広げていくことで少しずつ

環境が変わっていくと考えます。 

今、女性が何か意見すると、

「女はみんな反対する」とか「女

の話は長い」とか何とか言われま

すよね。でも、おかしい時には、

やっぱり「おかしい」と言う必要

があります。ちょっと勇気が必要

になりますが、その時に隣にいる

人が「そうだ」と言ってサポート

する、意見した人だけが浮いてし

まわないよう、孤立させない意識

が必要だと思います。 

最近では、今までずっと秘めて

きて、誰にも相談できず、「こん

なことは言ってはいけない」と

思っていたことを、多くの女性た

ちが勇気を出して声に出し始めて

います。フラワーデモも「＃Me 

too運動」もそうですね。その声

に「そうなんだ、実は私も一緒

だ」と、表明しやすくなっていま

す。闘い続けましょうよ！ 頑

張って、あきらめないで。 

Ｑ、私たちは、いつまで闘わないといけないの？ 

「おかしい時に

は、おかしいと

言う。隣にいる

人が『そうだ』

とサポートす

る。孤立させな

い意識が必要」 

 

◆フラワーデモとは… 

 2019年4月から東京で

始まったスタンディングデ

モ。2019 年 3月、性暴 力

被害を訴えた裁判で、加害

者が無罪判決になる事例が

相次いだ。そのことがデモ

開催の背景にある。参加者

は、被害者への連帯を示す

花を持ち、過去に受けた性

被害について語る。そして

人と人が繋がっていくフラ

ワーデモは毎月11日に、全

国各地で開催されている

（2022 年 3 月）。呼び か

け人は北原みのりさん。 
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山城：一昨年でしたか、医学部

で、男女の入学合格点がすさまじ

く違うということが明らかになり

ました。圧倒的に最初から男性に

下駄を履かせる仕組みだったこと

が分かった時、その大学だけでは

なかったという事実が次々に報道

されるのを見ていました。多くの

女性たちが社会の仕組みの中で貶

められているのだと強く感じまし

た。医学部の事例だけではなく、

他の学部や研究科でもあった可能

性は十分にあります。 

 一方で、そのようなことを声に

出した時に「あなたが言っている

ことは正しい」とバックアップ

し、女性たちの連帯を作るような

場が今、圧倒的に少なくなってい

るような気がします。なので自分

が「おかしい」と思っても、「お

かしい」と言いにくい雰囲気もあ

ります。 

また、困難な状況に陥っている

のは、「個人の能力や努力次第」

という風潮があります。しかし、

そうではありません。社会の仕組

みの中でそうなっているにも関わ

らず、自己責任のような形にさせ

られている問題があります。 

それらの問題を話し合う場が必

要です。情報を出し合い、その中

で何が問題で、どうしなければい

けないのか、みんなで考える空間

を、センターに担っていただきた

いという期待があります。という

のも、昨今の社会のムーブメン

ト、人々の問題意識やその後の動

き方が、とても希薄になっている

感じがするのです。 

 

で、財産の相続権も子どもの親権

も女性にはないということになり

ました。離婚の際も、夫が人妻と

浮気して、相手の男性が「姦通

罪」で訴え有罪にならない限り、

妻から離婚を申し出ることはでき

ないという法律でもありました。 

沖縄では、琉球王国時代の士族

層の人たちには、こうした女性排

除のルールがありました。琉球処

分（1879年）で日本国に組み込ま

れ、明治31年の民法が適用されて

からは、一般の女性にも同様に相

続権が与えられなくなります。し

たがって、財産とセットになって

いる位牌（トートーメー）を継承

できないということが続いてきま

Ｑ、沖縄社会ならではの課題や、新たな課題は？ 

「女性センターの果たしてきた役割 

       そして、これからを考える」 

 玉城：最後の質問です。「沖

縄の習慣や慣習、催事などに関

して、沖縄社会だからこその女

性の人権問題や課題はあります

か。また、多様性が尊重されつ

つある現代において、新たに浮

き彫りになった課題はあります

か」という質問です。 

 宮城：私の出番ですね。なは

女性センターでも継続して講座

の テ ー マ と な っ て い る の が

「トートーメー講座」です。日

本では、明治31年にできた民法

（家族法）によって、女性はそ

の時に初めて、「夫の名字を名

乗らなければいけない」という

ルールができました。その民法

◆「トートーメー問題」 

1980 年 1 月、『琉 球 新

報』で「う ち な ー 女、お と

こ」という連載が始まった。

「トートーメー（位牌）は、

なぜ女性が継ぐことができな

いのか」といった問題や、女

性には財産分与が行われない

慣習に関する記事などが掲載

された。同連載の反響は沖縄

全 体 に 広 が り、社会 問 題 と

なった。 

女性がトートーメーを継承

することができない理不尽さ

については、連載が始まる以

前から疑問の声は上がってい

た。沖縄県女性団体連絡協議

会の資料によると、「婦人の

主 張 大 会」（詳 細 不 明、

1980年1月以前）で、大宜

味村代表の女性が「トートー

メー問題」をテーマに出場し

たと記されている。沖縄県婦

人団体連絡協議会の理事や事

務局長を務めた外間米子さん

は、その女性の声は「黙殺さ

れた」と指摘している。 

トートーメー継承問題は、

遺産相続の問題も伴うため、

過去の話ではなく、今日に至

るまで沖縄における深刻な問

題といえる。 
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した。日本では1948年の民法改

正で男女平等になりましたが、

アメリカ軍の施政下にあった沖

縄では、それが適用されません

でした。1957（昭和32）年に日

本の新民法と同様の内容が沖縄

でも施行され、女性も親の財産

や位牌を継ぐことができること

になりました。 

 しかし、新民法が施行された

後、「女性に位牌を継承させる

と『祟り』がある」という思想

が出てきます。トートーメーを

継承するのは、長男、あるいは

男性でなければならないという

のは、琉球王国時代からありま

したが、当時の資料を読んでい

ますと、基本的にはそうでも、

もし継ぐ人がいなければ女性で

もよかったわけです。つまり、

禁止事項ではなく、「あれがだ

めならこちらを」というファ

ジーな考え方でした。 

 今、多様な生き方が求められ

る時代ですので、誰が財産や位

牌を継承するのかは個々の家の

問題になります。自分たちの生

きやすい社会を目指していくの

が理想なのではないかと思いま

す。しっかり歴史をふり返ると

いう意味でも、『なは・女のあ

しあと』をどうぞご覧になって

ください。 

 高里：私には時々不安になる

テーマがあります。新聞などで

目にする、しまくとぅばの継承

や旧盆の様子を掲載する記事に

ついてです。それも大事なこと

です。しかし、熱心に旧盆行事

をして祖先を祀る家に娘が生ま

れ、その娘が結婚して離婚した

場合、その娘は実家のお墓には

入れないのです。脇墓に入れら

れ、粗末に扱われるという現実

もあります。 

 それから「おばあ」を紹介す

る連載もありましたが、そこで

取り上げられる方は、単身や独

身であり続けた高齢の女性とい

うよりも、子や孫がいる高齢の

女性なのです。沖縄の慣習で

は、結婚することを選択しな

かった人たちが、その地域の知

恵者として大事にされるより

も、先祖の位牌を守り、子や孫

のいる女性の方が重んじられて

きたという側面があります。 

 沖縄のアイデンティティ、沖

縄の伝統や文化を大事にしよう

という思いのあまり、その慣習

がはらんでいる、女性を低く位

置づける問題そのものが見落と

されていないかと不安になりま

す。沖縄のアイデンティティを

大切にすると言っても、文化や

言葉の中に含まれる差別意識に

気をつけ、それを変えていこう

ではありませんか。 
 

 玉城：パネリストの皆さん、

ありがとうございました。もっ

とお話を聞きたいのですが、時

間となりましたので本座談会を

終わります。本日はご来場いた

だきありがとうございました。

今日からまた、新しい歴史が始

まるような気持ちになりまし

た。また、なは女性センターで

お会いしましょう！ 

 

「多様な生き方

が求められる時

代。自分たちの

生きやすい社会

を目指していく

のが理想」 

「今日から、  

また新しい歴史

が始まる」 
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 ◇住 所：沖縄県那 覇市銘苅2 - 3 - 1 ( なは 市民協働プラザ 1階 Aコア )  

       （TEL：0 9 8 － 9 5 1 － 3 2 0 3 ／ FAX：0 9 8 － 9 5 1 － 3 2 0 4 ）    

 ◇E‐mail ： s - h e i d a n 0 0 2 @ c i t y . n a h a . l g . j p  

 ◇開館時間：（月～金）午前９時～午後９時 （土曜日）午前９時～午後５時 

 ◇休 館 日: 年 末 年 始(12/29～1/3） ／ 日 曜 ･ 祝 日 ･ 慰 霊 の 日(6/23) 

なは女性センター 検 索 なは女性センターでは各種講座を開催しています。 

平和交流・男女参画室から    
平和交流・男女参画課に名称変更 

OPEN 

1996 
10/1「なは女性センター」開設 周年 

15 

なは女性センター10周年記念講演会
「なぜ、いま男女共同参画なのか」                

 講師：広岡守穂氏        
（佐賀県立女性センター「アバンセ」館長） 

周年 

10 

なは男女共同参画都市宣言 

「なは・女のあしあと」完成 

第２次男女共同参画計画    
「なは男女平等推進プラン」 

那覇市男女共同参画推進条例 

第３次那覇市男女共同参画計画
（なは男女平等推進プラン） 

なは女性センター
15周年記念公演会 

「那覇市配偶者等からの暴力防止      
及び被害者支援に関する基本計画」策定 

第１回ピンクドット沖縄を共催 

第30回うないフェスティバル            
※1985年からの歴史に幕 

なは女性センター25周年記念座談会    
「女性センターの果たしてきた役割、そして、
これからを考える」 

1998 

2002 

2003 

2005 

2006 

2009 

2011 

2012 

2013 

2014 

2015 

「那覇市パートナーシップ

登録」開始 

「性の多様性を尊重する都市・    
なは」宣言（レインボーなは宣言） 

なは女性センター20周年記念                       
シンポジウム「性の多様性を                        
尊重するまちづくり」開催 

周年 

20 

2016 

2019 

周年 

25 

2021 

第4次那覇市男女共同参画計画を策定 

（なは男女平等推進プラン） 

（那覇市女性活躍推進計画） 

（第2次那覇市配偶者等からの暴力の       
防止及び被害者支援に関する基本計画） 

※受講希望の方は、窓口・電話・FAX・HP(メール受付)にてお申込みください。  

なは女性センター  25年の歩み 

「なは女性センターHP」へ 

「なは女性センターＦａｃｅｂｏｏｋ」へ 
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